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序文

松井田町は群馬県の西の玄関口として、古くより交通の要衝地となっております。古代において

は東山道、そして近世に整備された中山道、さらにはわが国唯一のアプト式鉄道による碓氷峠越え

など、本町の歴史はまさに交通の発達とともに創られてきたと言えるでしょう。現在、主要幹線と

して機能する国道18号線碓氷バイパスや旧道碓氷峠においても、平成 5年3月に開通する上信越自

動車道によってその座をあけ渡し、このこと一つを見ましても歴史がさらに新しい歴史を築いてゆ

くことに深い感慨をおぼえるものであります。また、今に生きる私たちの辿ってきた道筋は、常に

先人の築き上げた文化を礎として成り立っているものであり、このことを踏まえて文化財を未来へ

つなげてゆくべき遺産であると考えます。

さて、このたび研究所建設にさきだって該地の埋蔵文化財発掘調査を実施した結果、縄文時代中

期の遺跡が発見され、ここにその調査報告書を刊行する運びとなりました。消えていった遺跡の記

録として、本書が地域の歴史を解明する一つの手だてとなれば幸いと存じます。

最後になりましたが、調査に参加された方々、ならびに本書作成にあたって多くのご協力をいた

だきました関係各位に厚くお礼を申し上げる次第であります。

平成4年12月

松井田町埋蔵文化財調査会

会長武田 弘



例日

l 本書は(株)ヤナセアンドアソシエイツの研修センタ一等建設に先立ち調査した埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2 本遺跡は群馬県碓氷郡松井田町大字土塩760他に所在する。

3 調査は(株)ヤナセーーの委託を受けて松井田町埋蔵文化財調査会が行なった。

4 調査費用は試掘調査を松井田町教育委員会、本調査を(株)ヤナセーが負担した。

5 調査期聞は、発掘調査)平成 3年9月18日一11月15日

整理作業)平成4年 1月6日一12月25日である

6 発掘調査は田口 修(調査会事務員)が担当し、整理作業では田口とともに大野ひろ子と都丸

孝江がこれに従事した。

7 本書の執筆、編集は田口が行なった。

8 石器(主に石斧)は菅谷みのぶ氏に実測して頂いた。

9 石器の石質は小林三三雄氏に鑑定して頂いた。

10 出土遺物、資料類は当調査会の委託により松井田町教育委員会が一括して保管している。

11 発掘調査及び整理作業においては以下の方々より御教示、御協力を頂いた。(敬称略)

伊藤正雄(株式会社東日本重機)、上原富次(松井田町文化財調査委員)、佐藤義一(同)

大工原豊(安中市教育委員会)、千田幸生(山武考古学研究所)、福山俊彰(同)

水沢祝彦(松井田町役場)、西横野保育園、(葡グリーン測量設計

12 発掘調査参加者(敬称略)

石井きち、岩井道子、大野ひろ子、金井綾子、小板橋百合子、鈴木百合子、都丸孝江

野田絹子、矢野由利子、岩井儀一、斎木恒男、野田達也

凡 例

1 遺構図の縮尺は原則として 1: 40である。

2 遺構図中の方位記号は座標北を示す。

3 遺構図に使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

-被火部 []A軽石 図B軽石

4 遺構図中、断面の基準線は海抜標高を示す。

5 調査区における 2m四方のグリッド番号は、各グリッドの北隅ポイントの名称を使用した。

(例) (6G)/日 6G" 

6 遺物図の縮尺は 1: 3、 1: 4とし各図に記した。

7 遺物図に使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

闘う炭化物 問赤色塗彩 図 摩 滅 部

8 写真図版における遺物写真の縮尺は不統ーであるので実測図を参照されたい0

9 本文と写真図版の遺物番号は一致する。
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第 l章発掘調査に至る経緯

平成3年 2月、株式会社ヤナセアンドアソシエイツより開発に係る計画協議書が松井田町に提出

された。町教育委員会では、該地が縄文時代を中心とした遺物散布が認められノ、遺跡地とされる旨

を町地域開発対策委員会へ回答した。このことを受けて 5月13日、ヤナセから町教育委員会宛てに

埋蔵文化財確認調査(試掘)についての依頼書が提出され、試掘調査を行なうことになった。用地

への立入りについては、隣接する耕地に影響を及ぼさないために、ヤナセと教育委員会で現地の

立会いのもとに境界部分の確認、重機搬路の確認等(6月 1日)を行なった後、 6月17日から同29

日まで試掘調査を実施した。その結果、区域のほほミ全域にわたって縄文期の遺物が認められ、部分

的に遺構が検出されたため、遺跡の発見ならびに文化財保護の見地から設計変更についての協議を

行ないたいとヤナセヘ通知した。協議では、区域全域が遺跡地であることから双方共に苦慮すると

ころであったが、最終的には会社側の文化財に対する理解が得られ、建物部分の調査と一部設計変

更による埋め戻し保存の措置をとることになった。

調査に先立ち、株式会社ヤナセアンドアソシエイツと、教育委員会内に事務局を置く松井田町埋

蔵文化財調査会との聞に 8月10日付で発掘調査契約書が締結され、関係法令の手続きを経て 9月18

日から現地発掘調査を開始することとなった。

第 2章調査の方法と経過

I 発掘調査の方法

開発区域における調査区の設定については、試掘結果に基づき、遺物分布の希薄な箇所ならびに

切土が遺物検出面に影響を及ぼさない部分を除外し、建物部分と遺構検出部分を対象に 1~4 区を

設定した。また、埋め戻しとなる 6、8~10 トレンチの遺構の記録もあわせて行なった。

計画では建物の軸が一定であるため、これに合わせて区域内に存在する三角点を Oとする基線を

設け、 10mごとに 1、2・・・とポイントを落とした。そしてこれより北南両側(実際は北東、南

西にあたるが便宜上北と南とした)へ直交する軸を設け、必要な箇所に10m間隔のポイントを設定

して平面位置の基準とした。例えば基線上のホ。イント 1から北30mは1-30N、3から南へ20mで

は3-203である(図 3参照)。

掘削は、遺構及び遺物に注意を払いつつ重機によって行ない、試掘で判明した包含層直上より入

力による確認作業に入った。先に設定したポイントをもとに各区を 2m方眼で覆い、平板で遺物及

び遺構の図化ならびに写真撮影を行ないつつ、最終的には試掘時の炉跡検出面まで 2~3 回に分け

て精査を進めていった。図面縮尺は遺物分布を 1: 40、遺構部を 1: 20ないし 1: 10とした。また、

写真はモノクロとカラースライドともに35mmフィ jレムを使用した。

-1-



E 発掘調査の経過

調査は、掘削範囲(調査区)の設定から始め、次いで重機によりテント設置部の地ならし、表土

除去と進めた。 9月18日に現地の状況を確認して大まかなレイアウトを検討、草の刈払いとともに

24日に基準杭と調査区のマーキングを終了する。 25日より 3区から表土除去を始め、 2区、 1区、

4区の順に10月 3日まで重機を使用した。作業員は 9月27日を初日としてテントの設置、注意事項

を確認してから 3区より平面精査を開始した。以下、日誌を抜粋して経過を概観する。

9月27日 3区平面精査開始。 トレンチ部分のポイント設定及び8トレの精査、写真撮影。

9月30日 2区、 1区と 3区2回目の精査開始。 2区と 3区に 2mグリッド設定。 8トレ立石部の図化と撮影を終了

する。文化財調査委員、佐藤義一氏来跡。

10月 2日 3区精査。近隣の方数人が見学に訪れる。

10月3日 重機作業終了。 3区遺構なしで精査済。 1区のポイント杭打ちと 9トレ遺構部分の精査及び図化。

10月4日 本日より作業員 5人追加し12人となる。 4区ポイント杭打ちとレペリング。

10月14日 3区にサブトレを入れて土層の確認と図化。 1区と 2区の精査を続行する。 9トレ図化及び撮影終了。文

化財調査委員、上原富次氏来跡。

10月15日 2区精査。 3区サブトレ図化終了。西横野保育園長の松本茂氏、同新井さん来跡。

10月16日 10トレ炉部分の精査と撮影。往居とされるプランは確認できない。

10月28日 2区精査及び遺物図化。山武考古学研究所の千田幸生氏、福山俊彰氏来跡し、調査した遺跡との類似性か

ら遺構調査の留意点等を伺う。

10月29日 2区精査。遺構が確認されないため、炉のレベルまで面を下げることにする。

11月 6日 2区1号住居跡精査、図化。 17グリッド遺物集中部、 2号住居跡炉付近精査。

11月11日 2区精査終了。 2号住居跡炉石には 1号同様多孔石/石皿を含み、赤彩浅鉢を伴う I区の精査開始。

11月13日 l区精査終了し 4区精査を開始する。両区とも他に比べて遺物の分布は疎らである。

11月15日 4区精査。町企画課の鳥越係長、文化財調査委員の関光保氏来跡。

11月18日 4区精査終了、図化及びレペリング。掘削作業が終了したので道具類の清掃と片付けを行ない、テントを

撤収する。上原富次氏来跡。

11月19日 撮影、図化作業終了。トイレ清掃・撤収後、最終的な現場確認をして現場作業完了。

田 整理作業の経過

表 l 整理作業工程表

1月[ 2月 3月 4月[ 5月! 6月 7月 8月[ 9月[10月 [11月[12月

洗浄注記
遺 接合復元

実 浪リ
トレ←ス

版下作成

物 写真撮影 ;一一ー
写真版下作成 同圃圃園園園『

原 図点検 -ーー司p・・・
遺

トレース

構
版下作成

写真版下作成 :--・E・-

原 遺物観察表

稿 本 文
_， 

校正・刊行
そ の 他
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第30 遺跡の環境

I 地理的環境

本遺跡は群馬以碓氷羽11松井田町火手上品~乎:下原に所在する。 ~tv4約 3 kmにそのmをとる日戸特山

より南東方向へ延ひ・る細野丘陵は、山館の長久保地内から緩やかな傾斜をもって上塩、新井、下期

間へと続いており、俗に制野原と呼ばれる。丘陵北舗には、 ff~開j村との境を与す地脱出P凶方に端を

発す刑囚川が支流~Wめながら流下する。また、|判簡では日) ..谷山南1111班より九十九川が流下し ド

刑|週wプjの凶術地内で北ノJからの~(1U I川と合流して、安中市にffi. り MR氷川に流れ込んでいる。 ζれ

らの河床と遺跡地との比日越は、 Jl'1UJJ11てF約70m、九十九)11とは約 100mを測り、fT地上部からは

比較的急峻に栴ら込んで・いる。遺跡地付近での角地の制はl対北約 300mの平町而をもら、*ヘ下る

につれで河床との比日援を無くしつつ幅~狭めてゆく。

ζの台地はロームルi上に肥沃tJ.以色ょが即〈堆稲している。放に、凸・くより桑凶や陸稲、野菜な

どの畑地として利用され、 昭和28年より始まった増出)11からの用水路工耶によって、その後は水田

での水稲栽培も盛んに行なわれている。しかし、近年、台地の中央を縦断する町泊が|用過したこと

により、農業後継者の不足とあいまって政地の1;日発は年々明加の傾向を示している。

遺跡は台地の中央やや南に立地し、三万は山に阻まれはがらも泣鼠が眺明される。昨jは九十九川

を挟んで松井田丘陵から妙磯111、附は日戸伶111から統く迎峰及び浅間山が、 Jヒはmm川越しに長布・

久保か ら地}I;占的、また、*は当台地m~:Mから安中市が明め、 4兄wが広くとれる務~j12とftえる。

E 歴史的環境

本遺跡が立地する「細野原」地域は、従来から遺跡の存宿する所として町内ではよく知られてい

る。さきに述べた昭和28年からの用水路工耶に伴って、制文却]の遣梢、遺物が広汎にわたって検山

されたが、正式tJ削i'tがはされはいまま剖布に宣っている。この~日 、 ，wH'乍や小m般の1m鈍行為によ

る露出遺物は制文l闘を中心に弥生時代以降まで多く拙脱されはがらも、 明雌tJ.山十地点を知り得る

ものは数少はい状況にあった。関 lではこれらを示すとともに河川を隔てる近隣地域の遺物、遣榊

遺跡地組員

-3-

の分布を払i示した。いずれにせ

よ、 地理的条件に忠まれた当台地

が少なくとも制文j明から生活の抑

台として利凶されてきたこと、そ

して1m発の促進符によって鮮制が

lりjらかになってゆくのもそう述く

はないことであろう。



図 1 周辺遺跡(遺物)分布図 (1 : 25，000) 
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表2 周辺遺跡の概要

?も 遺跡地(名) 時代 指筑 要

1 土 塩東大久保 縄文 昭和35年、畑の関田の際に前期関山式土器が出土。(細野小学校所蔵)

2 新 井 上 原 縄文 昭和32年、中期勝坂式土器が出土している。

3 土 塩東大久保 縄文 昭和33年、中期加曽不IJE式土器のほぼ完形品が出土。(細野小学校所蔵)

4 土 塩 畑 中 縄文 昭和49年道路拡幅の際に後期堀之内式土器の完形品が出土(町教育委員会所蔵)

5 上増 田 上 細 野 原 縄文 昭和31年、後期加曾手!JB式土器が出土。(細野小学校所蔵)

6 上増田板ケ沢 縄文 昭和11年、後期加曾手IJB式期の小型コップ状土器が出土。(細野小学校所蔵)

7 上増田宮掛ー浅谷 縄文 中期を中心とした土器、石器が濃密に分布している。

昭和28年から40年にかけて細野地区の用水路工事が行なわれ、これに伴い縄文時代中

8 土 塩 地 内 縄文 期を中心に多くの遺物及び遺構が出土している。住居跡床面の一部、炉、敷石昔日等の

他、 5の北西では土坑が10数基検出され、該地周辺での遺構の広がりが推察される。

9 土塩長久保 縄文 中期を中心に遺物が多く確認されている。

10 土 塩 白 石 縄文 中期を中心とした遺物の分布が認められ、石銀が多く見られる。

11 細野 8 号 墳 縄文 石室部は陥没しているが全体に残存状況は良好。前方後円墳と思われる。

12 細 野 7 号墳 古墳
別称狩塚。上毛古墳総覧によると帆立貝式古墳とあるが、現状では不明。昭和53年の

県道工事の際に葺石の一部と須恵器、土師器片が出土している。

古代の官道として整備された東山道は該地では図示したとおりである。新井地内で分

13 東 山 道 古代一 岐しているのは、北方が当初のコース、南方はここより東の高梨子地区が松井田城の

の城下町とされた頃(長享元、 1487年以降)の迂回コースと考えられる。

建治 4(1278)年の銘をもっ板碑。残長171cmと大型で頂上線、天蓋、 1嬰培、種子(キ

14 土 塩 坊 地 鎌倉 リ ク、サ、サク)及び蓮座等とともに、下部には無量寿経念仏往生願の一節が刻ま

れる。

15 五 料 品 墓 中世末
板碑。磨耗が進み年号は不明ながら、小型でかなり形骸化しており、中世末期の所産

と考えられる。この地に居住した者の供養塔と思われる他は定かではない。

16 土 塩 山 口 中世末 小型の板碑で記年銘等は全く不明。15と同様、中世末のものと考えられる。

17 上増田引ノ内 中世末 同上。筒中に所在する。

18 上増田引ノ内 中世末 向上。八郡に所在する。

(参考文献) I松井田町誌」 松井田町誌編纂室 1985 

「松井田町の文化財」 松井田町教育委員会 1986 

「歴史の道調査報告書一東山道一」 群馬県教育委員会 1983 

他に、上原富次氏(松井田町文化財調査委員)、藤原 百氏(細野原土地改良区事務局)より多大なご教

示をいただいた。
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田基本層序

本遺跡地の標高は西端で 425m、東端で 420mと比高 5mを測り、この範囲をほぼ3等分して段

状の平坦面で畑の耕作が行なわれていた。それ以前は緩傾斜の地であったようであり、切土および

盛土(主に切土)による耕地の開墾の状況が土層断面より看取された。示標テフラである浅間A軽

石 (As-A，1783年降下とされる)、l 浅間B軽石 (As -B， 1108年降下とされる)、また浅間

C軽石 (As -C， 4世紀前半降下とされる)主思われる軽石が確認されているが、純層が残存す

るAとBをみてみると、概ね区域西方(北西)では共に削平されるかBのみが少々残っている。中

程の 4区ではA、B共に確認でき、 A層上位には盛土としてのA二次堆積層及びA混黒色土が耕作

土とされている。また、東方(南東)は 1m程の落差の切土のためかAは耕作土中に混在するのみで

B純層も10cm少々である。

一方、これより下位の堆積状況はほぼ一定しており、層厚の違いや色調の微妙な差異が認められ

る程度である。図 2に示したV層中の白色軽石粒はC軽石と思われるが、同層では遺物が全く存在

していない。また百層及び唖層にみられる黄褐色軽石粒においては、浅間D軽石 (As -D，縄文

時代中期降下とされる)の可能性が考えられるが同定鑑識は行なっていない。本遺跡の遺物の 9割

以上を占める縄文中期の資料はこの百層から唖層上位にかけて包含されている。遺構と認識した住

居跡や集右も同層中に存在するが、地山と覆土の差異が殆どないためにプランの確認には至らなか

った。以下、図に沿って各層を概観する。

I層耕作土層 遺跡全般にわたっている。 A軽石を含む黒色土でしまりは全くなく、断面で

は常に崩落しやすい。

E層 白色軽石層 自然堆積A軽石純層。径20~30rnrnのものが主で

下位の粒子は密。 4区と 5トレンチで確認。

困層黒色土層 B軽石を含み、ほぽ全域に認められる。
Om 

N層灰褐色軽石層 自然堆積B軽石純層。層厚は1O~20cm程度で、断

続的に認められる所も多い。

V属 黒色土層 白色軽石 (C?)と黄色軽石を含む。比較的し

まりがあり、ほぼ全域に認められる。

百層暗褐色土層 黄褐色軽石微粒を含む、よくしまった粘質層。 1m 

本層中位から哩層上位が遺物包含層で全域にわ

たっている。

VII層階褐色士層 基本的に官層と同じだが色調が僅かに明るめで

困層との境界はローム漸移層である。

珊層黄灰色土層 本層以下がローム層となる。部分的に黄色軽石

及び集結部があり、板鼻黄色軽石 (As -Y  P， 
2m 

I I E 
1. 3万年前降下とされる)と考えられる。

E層黄色岩板層 厚さ1O~20cmで斜位に凹凸し、非常に硬い。 図2 基本層序模式図
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第4章検出された遺構と遺物

I 概要

本遺跡で検出された遺構及び遺物はその全てが縄文時代に属するものであり、一部を除いては概

ね中期後半に位置付けられる。本書においては、住居跡としたものが2軒、集石としたものが3箇

所、炉跡1箇所で、他に円形の遺物集中部が l箇所認められた。集石では伴出遺物から 5トレンチ

と9トレンチが後期、 8トレンチ(立石)は遺物を全く伴わないため不明。また、住居跡及び遺物

集中部、 10トレンチの炉跡については中期の遺物を伴っており該期とされる。

各区ごとの状況をみると、 1区では遺構を検出されておらず遺物も僅かに散在するのみであるが

ここでは完形の磨製石斧、打製石斧、多孔石などが注目される。 2区は住居跡2軒、遺物集中部が

検出され本遺跡の主たる調査区と言え、石皿と多孔石の機能を有する石材を炉石に転用(?)する

状況やそれに伴う赤彩浅鉢、遺物量の多さなどが挙げられる。 3区の遺物分布は 1区よりやや多く

一部に小磯と土器片が少々まとまる箇所が検出された。 4区では面積に比して遺物は少なく、調査

区端部で大型深鉢が単独で出土している。

105 

I(呼称、方位)

。

図3 調査区域配置図
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全体としては、遺物包含属中に占める遺構の割合が小といった感があり、また、集石部のまとま

りがみられる遺跡北側と住居跡のみられる南(南東)側が対照的であるとも言える。

以下は、グリッド別の出土遺物点数を示す凡例である。便宜的に O、 1~10、…・ーと 10点ごとに

示してあり、この中には土器(片)、石器(片)剥片の他に集中して検出された小喋(2区2号住

居跡ほか)などが含まれている。

日 ( 0点)

(21 ~30点)

E 各調査区の様相

(1 ~10点) (11 ~20点)

上イ
λ

y
i
l
J
 

上日
Tlι 

バ生上県ハU
A
川

2

1
1
4
 

円
べ
U

1区

1-30N及び 2-30N付近に位置しており、面積約 160m'の調査区は 1~60グリッドに分割され

る。本区では遺構とされるものは全く検出されておらず、遺物の分布のみが認められた。

分布状況を見てみると、総数 215点のうち 1グリッドが24点、 22グリッドが27点、 23グリッドが

22点と多く、近接する12、14、21グリッドがそれに次いでいる。 3トレンチの東側では殆ど分布が

認められない。

遺物の内容は、土器片が 198点と大多数で一部を除いて中期後半に位置付けられる。殆どは小片

または細片で、 2グリッド出土の深鉢 1点のみが底部から胴部下位にかけて全周する資料である。

また、石器、剥片などは17点出土した。このうち、多孔石 1点 (12グリッド)、打製石斧3点、(1、

6、22グリッド)、磨製石斧2点 (32グリッド)、 ミニチュア磨製石斧1点 (23グリッド)、右鍛

1点 (20グリッド)の他は全て小剥

片であった。

本区と同程度の面積である 3区と

比較すると遺物点数では大差は認め

られないものの、その偏り具合及び

遺物総数における種別の割合などに

相違を見ることが出来る。

。(1・200) 5 m 

図 4 1区グリッド配置図
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2 2区

2-0及び 3-0ポイントを中心にしている。面積は約 200m'で1~60グリッドに分割される。

本区では試掘の際に 3卜レンチと 4トレンチで炉跡が検出されており、付近には遺物が多く認めら

れたため、住居跡の存在とともにその分布状況の確認を念頭において精査が進められた。

調査の結果、住居跡と考えられるものが2軒、円形に拡がる遺物集中部が1箇所検出された。住

吉跡については2軒とも明確なプランが認められなかったため、伴うと考えられる遺物の分布範囲

等を参考にして推定ラインで示した。また、遺物集中部についても同様にその範囲をラインで示し

た。

本区は遺物点数において1024点と卓越しており、土器片 864点と石器等(小磯、事j片等を含む)

160点に大別される。これらは特に 2号住居跡と170遺物集中部付近に密に分布し、また12(29点)、

13 (23点)、 21 (24点)、 31 (39点)、 41 (24点)グリッドなど区域西側に多い傾向が認められた。

土器は殆どが中期後半に属し、沈線を地文とするものが主体を占めているようである。石器類では

打製石斧を主とするf也、ミニチュア磨製石斧、多孔石/石皿、麿石などが該期の土器と伴出して

いる。

(1 : 200) 

図 5 2区グリッド配置図・断面図

戸寸「
ヒ二ミこご1

lt 

必〆~N
ト----------ー__j

1H6 
I8i  

。 (1・100)2m

• 2区

1 耕作土。 AとBをtく合むしまりのない暗褐色 L
2 Bを多く合むしまりのない黒色士。

3 黄 白色軒石粒を全体に含む黒色土。

5 m 4 黄渇色軽石微粒を僅かに含む晴間色士つよくしまるつ

5 士休に黄色軒石を含む晴m色士c

6 黄灰色ローム層。黄色軽石集結部あり。

7 軽石を含まないロームc

8 非常に硬い岩板状黄色ロ ム。

く1号住居跡〉

位置 230、240、330、340にかけて存在する。

形 状 トレンチにかかる部分と330コーナ一ポイント脇で地山に散在する岩板状ロームブロッ

クが斜位に途切れる部分があり、不明確ながらこれを壁とする楕円形と考える。

規模推定で 3.6m X 3.2m。

炉 河原石状の自然石41固と石皿/多孔石の計5個からなる不整五角形で、内部径約30cm、深

さは炉石上部から約60cmを計る。炉石は 3-1が石皿/多孔石(多孔石側を使用) 3 

2は非常に軟かい砂質茶褐色石、他は硬質のものである。被火の状況を見ると 3-3， 

5及び西側炉壁(地山ローム面)が赤変し、 3-4と5には剥離が認められた。覆土は

暗褐色土中に僅かに炭化物が混在するのみで焼土の検出はない。
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床 面 暗褐色土とロームが不安定に混在し硬さも一定でない。炉と遺物のレベルによる推定面

である。

土坑 P-lとP-2で深さは 6.8cm、5cm。住居に伴うものかは不明。

遺物 推定床面直上及び上面15cmより出土。土器は中期後半の加曽利E式に比定される。

表 3 2区1号住居跡出土遺物観察表(土器〉

l¥b. 器種・部位 法量 文 様-調 整 色 調 焼成 備 考 出土

3 
口縁部 太い隆需による楕円文で縄文はLR。内面 暗灰褐色

良
大型深鉢片

ミカ、、キ。

4 日同 部 隆帯区画で無文部と縄文LR。 灰褐色 良

5 』同 昔日
縄文RLに沈線の曲線文。内面ミガキ。 燈褐色

良
外面に少々炭化物

付着

6 』同 音H 縦位の細かな条線を地文とする。 '" 良

2十3G 

一 一 lーへ 2十5G 

¥ 
¥ 

口 -
¥ 

2 ¥ 
¥ 

ノ -土器
/ 

ロ石器

¥ 、、
1 

おG おG
S-3 / 

、 j A.18.64 N 
、
¥ 

、 / 

、 / 

/ 

⑦ 
P-2 

ノ

/ B 418.64 主'
(4トレンチ)

一一一

十
44G おG + 

45G 。 (1 : 40) 1m 

図 6 2区 1号住居跡平・断面図

八

U



J① 

φ ご (i/~~G 
@ ¥__O)ψj 
~ ri @ 
θ 

θ 

。(1: 4) 10cm 

続哨糊概

く〉
2 

グ
。 (1 : 3) 

図 7 2区 1号住居跡出土遺物

10cm 

表4 2区1号住居跡出土遺物観察表(石器)

(2-6) 

備考

逆円鍾形断而の孔をもっ多孔石で

もある。

刃部は麿製

巾(古はC'1l1・ 9・( ¥は伐存前

1
1ム



日2号住居跡〉

位置 380、390を中心とする。

形状 円形と思われるが定かではない。

規 模 遺物の分布は卜レンチ削失部分を除いて概ね 2.5111の円形を示しており、これと炉の位

置を考慮、して径約 3.4111の円形プランを想定した。

炉 大小計11個の石材を使用する。このうち方形の炉壁を形成するのは 5個で、東西の外側

にはその他の石が「押さえ」状に配されたりコーナーの隙聞に詰められる状況が見られ

た。石賀は S-l、2、3、4、7、8が非常に軟らかい砂質の茶褐色石、他は硬質で

S -10は石皿/多孔石の転用品である。板状節理の石は使用していないがS-lとS-7

以外は全て肩平な形状のものを選んでいる。規模は炉内上部で、径約40cm、下部の底面

付近て、20cmを計り、炉石上部から底面(検出されなかったため推定面である)までの深

さは平均27cmで、ある。被火による赤変はS-l1の内面全体に認められるほかは明確でない。

覆土は他部と同じしまりのよい暗褐色士で下位には部分的に焼土を含む。

床 面 覆土及び地山は共にしまりのよい暗褐色土であり判別できないために明確は床面は検出

出来なかった。同様に壁も不明。

土坑検出されない。

遺 物 炉西側と、 トレンチを隔てた東側に集中する傾向が見られ、 トレンチ部分は試掘時に掘
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図11 2区2号住居跡出土遺物 (3)

りあげてしまったものが多いと思われる。出土レベ、ルは概ね炉右上部10cmで一定してお

り、これらを大別すると土器84点、石器4点、ノJ¥円喋50点で、計 138点を数える。またこ

の他に炉内出土の完形浅鉢(図 9-2)、炉石に使用される石皿/多孔石(同 1 )、

剥片数片がある。土器は殆どが中期後半加曽不IJE式期に属すが図11-23、24あたりは後

期かもしれない。石器は短冊形の打製石斧である。ここで小円離としたものは概ね径4

~ 8cmの自然石であり欠損するものも多く、無欠損4に対し欠損 6の割合を示す。割れ

口は非条に鋭く、また、欠損石中煤(? )による黒理及び赤変の認められるものが認め

られないものの 2倍、無欠損石では前者は後者の 1/3を示しており被火による変色、

欠損と言えるが人為的であるかどうかは定かではない。

ロd1
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表 5 2区2号住居跡出土遺物観察表(土器>(1) 

No 器種・部位 法 量 文 様・調 整 色 調 焼成 備 考 出土

口 24.8 無文。口唇部は外斜面取りで内担IJに突出する。 精灰褐色 良 底部内外而は摩耗の

2 浅 主本 底 8.4 内外面ともていねいな横ミガキで滑らか。口 ためザラっく

高 13.0 縁部内外面には赤彩あり。

3 深 喜本
底 10.0 幅広の微隆起の中央をなでて 2条とされた縦 黄褐色 不良 非常にもろい

{立区画に無文部と撚糸文を付す。

4 月同 音R
2条の降帯による渦巻文内外に縦位の太い沈 暗灰褐色 良 4-6は同個体

線を充填する。内面雑な横ミガキ。

5 月岡 音日 縦{す隆帯と縦横沈線。 培灰褐色 良

6 胴 自日 非常に起伏の強い隆宗と沈線。 暗灰褐色 良

7 日同 音巨 縦{す微隆起の内外に稜杉状沈線を描く。 燈褐色 不良 内面に炭化物付着

8 日同 音巨 雑な貼付の縦(守降帯と縦一斜f立条線。 灰褐色 良

9 月同 部 縄文RLR。 燈褐色 'l 

10 1問 音巨
地文LRL上に竹管状工具で 3条の連弧文を 灰褐色 良

描く。内面は雑な横ミガキ。

11 月同 音巨
維な貼付の縦位並行隆帯で地文は縄文LR。 灰褐色 良

内面ていねいなミガキ。

12 口縁部
口唇部外商肥厚。地文は縄文LRか。 穣褐色 良 口唇部外面に炭化物

付着

13 目同 音F
2条の隆帯の円文つで区画内は太い沈線、外 燈褐色 良 14と同個体

部(地文)は組い撚糸文。

14 月間 告F 粗い撚糸文が横~斜位に施される。 掻褐色 良 大型深鉢片

15 目同 古事
縦位の細い撚糸文上に並行する縦位隆帯を付 外灰褐色 良 内面に炭化物付着

す。内面は縦横位のミガ、キ。 内黒褐色

16 月間 部
縦位の撚糸文。内商縦ミカ蜘キ。 外暗褐色 良

内燈褐色

17 底 部 深鉢底部片。 燈褐色 不良

18 底 音巨 深鉢底部片。 燈褐色 良

19 日同 古都
2条の隆帯による楕円文(つ)内に太い沈線 灰掲色 良 口唇部文様帯か

を描く。

20 月間 部 太い沈線による意匠で起伏が強調される。 暗褐色 良 口唇部文様帯か

21 口縁部 地文は細かな縦位条線。連弧文か。 暗灰褐色 良

22 口縁部
起伏の強い隆帯と沈線による渦巻状の意匠で 暗灰褐色 良 把手部欠損

下部は刺突列。内商横ミガキ。

23 口縁部
大きく突出する把手部は上面に渦巻が描かれ 暗灰褐色 良

る。

単{立は叩1
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表 6 2区2号住居跡出土遺物観察表〈土器)(2) 

文 整様・調

太い沈線で飾られた肥厚な把手部片と思われ

る。

表 7 2区2号住居跡出土遺物観察表(石器〉

備 考

トh 器種 形態 全長 申面 厚さ 重量 石 質 残存 {市i 考 出土

1 石 皿 楕円形 38.3 22.2 1.8 6800 点紋緑泥片岩 完形 裏而は多孔干1で表而にも子Lx 3 

25 打製石斧 短冊形 ( 9.5) 4.2 1.2 (58) 緑泥片 岩 基部欠 直刃・ i両刃

26 打製石斧 短冊形 (11. 2) 5.2 2.1 136 輝石安山岩 基部欠 丸刃-両刃、片而に原干1而を残す

27 打製石斧 短冊形 ( 6.6) 4.6 ( 2.3) (86) 硬 砂 岩 基部欠 自刃両刃

(17グリッド遺物集中部〉

2区170を中心とする

遺物の濃密な分布を示す

部分である。規模は概ね

2.5m x 3.0mで全体を

包括し得る円形のライン

で大体の範囲を示した。

遺物出土層は本区の第4

層下位で、約30cmの範囲に

ある。点数は土器 327点、

石器12点(便宜上、ライ

ン内のものをカウン卜)

で本区での遺物総数1024

点、の実に33%を占めてい

る。

遺物の時期については

土器の殆どが縄文中期後

半の加曽示IJE式期で、無

文や細片等不明なものも
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同時期と思われる。また、石器は打製石斧11点と丸石 1点だが、丸石については打製石斧以外の石

(製)遺物(剥片や 2号住居跡に伴っていた小礁など)がここでは殆ど検出されないため、明確な

使用痕は認められないながらも石器として提示した。

表 8 2区17グリッド遺物集中部出土遺物観察表〈土器)(1) 

No 器種部f.~r' 法吊 文 様・調 整 色 調 焼成 備 考 出土

中央が深く門む太い降帯で渦巻と把手を交互 暗灰褐色 良 口縁外商に薄く炭化 7G 

1 初πτてマ 主本 仁1(52.2¥ に付し、他は太い沈線を充填。内面雑な横ミ 物付着

ガキ。

r1縁部は降帯による不整楕円文及び渦巻文で 燈 f昌 色 良 胴部下位内面に薄く 7G 

2 l庁~ 主宰 日 (42.4¥ 3条と 2条の沈線が零下。縄文RLを地文と 炭化物付着 17G 

する。

太い降帯で|文両された口縁部は楕円文と渦巻 外暗灰褐色 良 16G 

1菜 S本 n (24.5) 文が交互に配され、胴部は 2条の降帯と I条 内燈褐色 17G 
3 

の蛇行降帯が交互に璽下。地文は細い縦位条

線。

4 手ず〈ね 底 3.5 車問い沈線で曲線を描〈 暗灰褐色 良 欠損上部は輪積痕 26G 

円(23.4¥ 縄文浅鉢で内外商は維な横ミガキ。 灰 褐 色 良 部分的に黒斑あり 17G 

5 I i斐 主本 底(10.8¥ 底部外面摩耗

高(13.2¥

地文の縦{す沈線上に 2条と 1条の降帯が交互 暗灰褐色 良 胴部下位内面に薄〈 17G 

6 深 鉢 に雫下し、間に 3-4本 1組の横佼沈線を巡 炭化物付着

す。

月司 吉日
中央の門む太い隆帯の渦巻内に縦j)7:沈線。 暗灰褐色 良 27G 

7 
内而横ミ方、キ。

8 日同 部 向上の降帯による意匠。 暗 灰 褐 色 良 7と同一個体 16G 

ヨ 1同 き巨 同上の隆帯で上と横はS字状文で連結される。 暗灰褐色 良 外面に炭化物付着 7G 

10 口縁部 沈線による意医。内面横ミガキ。 外内 暗黄灰褐褐色色 良 7G 

11 月岡 部 降帯の渦巻文の周りに刺突を巡す。 暗 褐 色 良 17G 

12 月間 吉日 半裁竹管による雑な並行沈線。 燈 褐 色 良 黒斑あり 7G 

13 口 縁部 中央の凹む隆帯による口縁部楕円文。 灰 褐 色 良 17G 

14 口縁 部 同上の渦巻部。 灰 褐 色 良 13と同個体 27G 

15 月岡 部 全て沈線による意匠で内外面とも滑らか。 暗灰褐色 極良 17G 

16 口縁部
内折する口縁部で外国は粗い斜位沈線。 燈 褐 色 良 上位内外国に炭化物 17G 

付着

月同 部
細い降帯貼付と刺突による起伏のある横佼蛇 暗 本昌 色 良 17G 

17 
行文。

18 口縁 部 同上の細かな縦佼蛇行文及び沈線。 暗 褐 色 良 外面に炭化物付着 17G 

19 口 縁部 横ころがし RLで充填された楕円文。 黒 担島 色 良 外面に炭化物付着 17G 

太く組い降帯区画だが上{すはつながっている。 外樫褐色 良 外面上半に炭化物 17G 

20 口縁部
円腎部は横{すで他は縦{¥¥:撚糸文。一部に沈線 内 黒 褐 色 付着

蛇行懸雫文あり。
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図13 2区17グリッド遺物集中部出土遺物(1)
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図15 2区17グリッド遺物集中部出土遺物(3)

表 9 2区17グリッド遺物集中部出土遺物観察表〈土器>(2) 

No. 器種・部七~ 法貴 文 様-謂 整 色 調 焼成 {席 考 出土

21 口縁部 縦位沈線をもっ口縁部楕円文。 黒 褐 色 良 内外商に炭化物付着 170 

22 口縁部 把手状に大き〈突出する楕円文中間部。 燈 f昌 色 良 170 

23 口縁部 同上で完全な把手と言える。 樟 宇窃 色 良 170 

24 底 部 腕最下部に縄文RLと並行隆帯が残る。 樫 相自 色 良 底部僅かに網代痕 170 

つ臼
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2区17グリッド遺物集中部出土遺物(4)図16

2区17グリッド遺物集中部出土遺物観察表(石器)(1) 

No 器種 形 態 全長 柄 厚さ 重量 石 質 残存 備 考 出土

25 打製石斧 短冊形 10.3 4. 7 1.7 80 輝石安山者 完形 直刃・両刃 6G 

26 打製石斧 短冊形 10.2 4.0 1.3 80 緑泥片岩 完形 両刃・縦長華IJ片を使用 6G 

27 打製石斧 援形 9.4 5.4 1.8 104 輝石安山岩 完形 片刃・片面に原石面を残す 17G 

28 打製石斧 短冊形 ( 5.9) 4.8 ( 1. 0) (36) 砂質頁岩 基部欠 両刃一部磨製 17G 

29 打製石斧 短冊形 9.9 4.2 1.4 75 砂質頁岩 定形 片刃・片面に原石面を残す 17G 

30 打製石斧 短冊形 9.0 3.7 1.5 58 砂質頁岩 定形 片刃? 17G 

31 打製石斧 短冊形 ( 6.3) ( 4.2) (1. 8) (67) 砂質頁岩 基部欠 片刃 17G 

表10

単位はm ・9、( )は残存値
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岩11 21)(:17グリッド出物mljl市~III 1-，泊物制記~}< (ィ;間)(2) 

'111ω立CTd・"

s s区
3 -10S'&び3-20S付近に位計せする。 l而制』よ約 150mlで1-48グリッドに分11111された。本院で

は迂I仰は検111されておら r、出物が認められるのみであった。

出物総数は 237点で・内訳は土器}'，'が 176点、石器等 (小磯、 !~J片を含む)が61点である。これら

は4卜レンチ阿側をギ.として概ね全域全体に分布するが、 6グリッドでのみ70点とWrI'する問所が

比られた。ここでは純文中期]の上端片を 1.:体とする1-"でイ1H-5('，111の小離が20点と多く、また、 111

土田仲.である 5}日下位から 6}I"'I中には炭化物の混在も認められた。ζのようはことから一定の拡が

り告もつ追榊dlSとも与えられるが、東側が|ヌ:域外のために椛砲、には宝らなかった。 .

3区6グリッ 1，-

• 3区

1 緋作士.Aと日告書<nむし宜ηのf.l

い附褐色1
2 日制刷.1主1-10輔でI.k尚也.

九斌.(1色・E行"を1>(""~n<rlll色l

4 III陶色fftli微'H儲かにnull.1陶色t.
よ<1" Jる.

n 1!体iζ判色料イi も:ñ<rや~)t，'，rl のあ晶

J品色1:.
6 i官色柄イiJJ.cJlIl納附の品品料rr比¥l!!I..

硬い.

7 ローム樹tJ網.

8 ~~備に恒い~~1~状/I'l色ローム. 'f1.さ20

冊抑I'l:で斜{骨のI"I(\~ fJ 4' 

。 (1: 2αJ) 5"， 

0 (l : 1仰} 2 m

図17 S区グリッド配置図 ・断面図
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4 4区

5 -10N~ 5 -30N付近に位置する。面積は約 370m'と調査区の中では最も広く、グリッドは

1 ~ 1121こ分割された。遺構とされる部位は全く検出されず、小量の遺物が認められたのみであ

る。

遺物点数は68点と面積に比して非常に希薄な在り方を示している。グリッドで見ても遺物 0の部

位は77箇所、その他でも 2~3 点のところが大半である。この中では、石器等(剥片類を含む)が

28点で41%と多くを占めており、特に田石は 8点(うち 1点は磨石の機能あり)で、これは他の調

査区が3区の 1点のみであることと比較すると非常に高い数値を示している。一方、土器は43グリ

ッドで深鉢胴部中位が一周するものと、 108グリッドより底部から口縁部が残る大型深鉢が出土(共

に掘り込みは伴っていない)した以外は小片が大多数であった。

本区では示標テフラである浅間A軽石及び浅間B軽石の純層が残存する。 A層の上位には寄せ集

められたと思われるA軽石の二次堆積層と

Aを含む黒色土からなる耕作土があり、盛

土による耕地造成の状況が見られた。また

B層下面は凹凸が激しく不安定であり、こ

れは 3区においても同様であるが、当時の

地表付近が軟弱で荒地であった事を示すも

のと思われる。

• 4区

1 耕作土。 Aを多く含む黒色土。

2 二次堆積A層。僅かに黒色士を含む。

3 自然堆積A純層。白灰色で径20-30醐のものが白

立つ。

4 向上。 e幾つかの層理があり

3よりも粒子は細かい。

5 灰褐色のBを多く含む黒色

土。しまりなし。

6 B純層

7 黄・白色軽石粒を全体に含

む黒色土。

8 黄褐色軽石微粒を僅かに含

む暗掲色土。ょくしまる。

9 8よりやや明るめの暗褐色

土。

10 疎らに黄色軽石を含む黄灰

色ロム。

~ 
トJ 一一一一石一ーー一一一寸

限努お潔d
出子ご位出品出品:今4

A戸川 5 寸g

戸で勤可8

「ーす之内1

。(l: 100)2m 

図18 4区グリッド配置図・断面図

-24 -

。 (1・200) 5 m 



5 5トレンチ

3-40Nのポイントより約 3m西方に位置する集石である。径40cm程の肩平な自然石が3個と聞

に小さな自然石が2個と、 60cm程離れて円柱状の自然石 1個が検出されている。付近には小石や土

器片が散在し、集石とほぼ同レベルかやや低い位置にあった。周辺は少々黒ずんでいるがプランと

されるものは確認できなかった。石の一つには上面の稜に剥離が認められたが、明確な赤化などは

見られないため被火によるものかどうかは判然としない。

遺物は図20に示した土器片の他は無文の小片のみであり、時期を判断し得るものは 2点であった。

1は外傾しつつ立ち上がる深鉢片で太い比線を横に巡らして下部は並行比線で山形文らしき文様を

描き、内部は雑に磨り消す。 2も同様の意匠でやはり非常に雑な磨り消しである。 1、2共に内外

面は比較的良好な横ミガキが見られ、これらは後期堀之内E式と判断される。

• 5トレンチ

l 耕作土。 Aを多く含む暗筒

色土で下半は黒色に近い。

2 A集結部。

3 A純層。

4 黄・白色軽石粒を全体に含

む黒色土。

5 軽石を殆ど含まないやや明

るめの黒色土。

6 黄i昌色軽石微粒を僅かに合

む暗褐色土。ょくしまる。

6 

B 420.70 B' 玉L叫 0.70 c' 

図19 5トレンチ集石部平・断面図

。 ( 1・3) 

図20 5トレンチ集石部出土遺物
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6 8トレンチ

6-60Nよりやや南において立石を伴う集石が検出された。石は計9個が確認されたが、これら

のうち長径30~40cmの不整形な自然石 6 個は内部を囲う形で、径80~90cmの円形に配される。また、

その内側は同様の石2個が置かれ、中心部あたりには長さ70cmを計る不整角柱状の自然石が東に傾

く形で立石をなし、下半部は土中に埋まる状態であった。

立石の上部と北側の石の一部には剥離が認められたカ主、赤変や擦痕などの人為的な部位は見られ

ず全て自然石による集石で、掘り込みも伴つてはいない。また、付近には遺物が全く確認されない

ために時期の判断は出来ない。囲石についても、東側が区域外であるためにその全貌を確認するに

は至らなかった。

十

7 9トレンチ

ー」 、L

4 

/iI々日
¥1 ;:)1 

~ 

。 (1: 40) 1 m 

...!l 422.50 G' H 叫 2.50

• 8トレンチ

1 耕下土。疎らにAを含む暗褐色土。

2 同上。 AとBを疎らに含む暗褐色土。

3 向上。 Bを多く含む暗褐色土。

4 黄 白色軽石粒を全体に含む暗褐色士。

図21 8トレンチ集石部平・断面図

H' 

7 -50N~53N付近より検出された集石遺構である。本遺構部は 3 箇所の集石ポイントに分ける

ことが出来るが(アは単独なので集石ではないが)便宜上包括して提示することとし、以下個別に

概観してみる。

(ア)は角柱状の自然石が横倒し状態で検出され、石および周辺に人為的痕跡は認められなかっ

た。(イ)は扇平な角柱状自然石を L字状に据えである。石材には上面に劃離や赤変及び欠損が著

しく認められ被火によるものと言えるが、周辺に焼土はなく、掘り込みも伴ってはいない。また、

北側の石の上面は全体に浅く窪んでおり、南側についても平坦で、あることから、何かの「台」とし

ての機能が示唆される。一方、北側の石に接して小円磯と板状節理石片が検出されたが、三角形の

板状石片にはその中央に径 3cm、深さ 2cm程の摩滅した円形の凹みが認められた。(ウ)では板状

石数片と不整円石による集石であるがこれといった規則性は見られない。たが、右がトレンチの壁

に入り込んでいるので両側に続いている可能性は考えられよう。

遺物は主に(ウ)付近に多く見られたが全てが小片である。出土レベルは 4層下位から 5層にか

けてであり集石のそれと一致する。図に示した 1~3 は後期前半の堀之内式期にあたり、 4 は底部

片転用の紡錘車である。(ウ)部の遺物については4以外は無文や細片が多いため図示していない

が、概ね中期後半期のものと思われた。

- 26 
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日土~一一一寸

トムネト

• 9トレンチ

1 評判乍 t二。疎らにAを含む陪掲色土。

2 向上。 AとBを疎らに含む陪掲色土。

3 B純層。径 1-10mm"

4 黄 白色軽石粒を全体に含む暗褐色 f。

5 黄・白色軽石粒を全体に含む粘買階渇

色土。

K 423.10 K' k 422.90 L' 
(ウ)

く;;iiii十
7-51N 

。

。 (1 : 40、 1111 ~ z刃l 十
G 7-50N 
4 l何

て言¥

4 

5 

図22 9トレンチ集石部平・断面図

刀バ
μ3

AdJ 

川
知
鴻
事
私

。 (1 : 3) 100m 

図23 9トレンチ集石部出土遺物
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10トレンチ8 

8-51Nより西方約1.5mにおいて、方形の石囲炉とこれに伴う土器3個体が検出された。炉の

規模は外部の長さが75~80cmで、炉石底付近の内部で、は40~45cmを計る。使用石材は 3-1 から S 一

3-4のみ灰白色で硬く異質である。3が同じで非常に軟らかい砂質の茶褐色を呈すものであり、

また 3-3は長楕円形だが他は基本的には板状のものを使用している。炉石の上部をみると 3-4

が他より 10cm程上に出ており石質も異なっているのは他との差別化によると思われる。

炉の検出によりこれに伴う住居の存在が考えられたが、平面及び断面からもプランの確認は出来

2区の住居跡と同様に地山と覆土との差異が殆どないためと思われるが、屋外これは、なかった。

炉として単独で存在することも否定できない。また、炉内の覆土においても若干の炭化物を含む以

外は炉外の土と同質なために明確な火床面を確認することは出来なかった。図24で示した断面のラ

インは炉石の下部より追った推定面である。

レベル的には炉石直上と炉に遺物は 3-3と3-4のコーナーで縄文深鉢が3個検出された。

2は口縁部のみ伴うことは明確である。図25のlと3は胴部下位から底部が欠損する他は全周し、

1 これらには全てにおいて胴部外面上半に炭化物の付着による黒変が認められ、が欠損している。

は口縁部内面にも 1mm程の厚みで炭化物が残存する。時期は縄文時代中期後半の加曽利E式期前半

に比定されよう。また、付近に数片検出された土器片は無文で、浅鉢と思われるが同時期と考えられ、

が3-1南の壁際より出土している。他に原石面をもっ黒曜石 (5x3X2cm程)

• 10トレンチ

l 樹乍土。 Aを多く含む暗褐色

土でしまりなし。

2 8純居。

3 黄 白色軽石粒を全体に含む

黒色土。

4 軽石を殆ど含まないやや明る

めの黒色土。しまりよし。

5 黄色軽石粒を全体に含むしま

りのある暗渇色士。

Mt _， 

際盈 翠 盤 怒沼蕊翠盗滋i巡

回~ 423.70 

1 

3 

i一一一:ぺ 5f----

1m (1 : 40) 。

N' N 叫 3.40

十へ
8-52Nより
Wへ1n1

レ』

F
m

t
+
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一

回

へorw 

10トレンチ炉跡・平・断面図

口
δ

円ノト】

図24



。(l 4) 10cm 

(下図は 1: 8) 

図25 10トレンチ炉跡出土遺物

表12 10卜レンチ炉跡出土遺物観察表(土器〉

No. 器種部位 法量 文 様-調 整 色 調 焼成 {蔚 考 出土

4単位からなる波状口唇部は折り返す。 種褐色 良 上半部には炭化物が

地文は縄文LRで口縁部は隆帯による楕円文 付着し、口縁部内外

1 深 S本 口 23.6 が計8単位あり波状部分直下では渦巻を伴う。 面は著しい。内面底

胸部は平行沈線によるU字文が4単位と波状 部付近にもあり。

部では垂下する。

上部わらび手状の並行する陵帯が 5単位垂下 外積褐色 不良 胸部上半に薄く炭化

2 深 喜本 底 7.6 し、聞に蛇行隆帯が付される。地文は稜杉状 内暗褐色 物付着

沈線だが磨耗激しく不明瞭。

器面全体に縄文RLR付加条第2種が充填さ 燈褐色 良 上半部に炭化物が付

れる。内面上半横位ナデ、下半は縦位ミ方キ 着し口縁部外面は著
3 深 鉢 口 20.0

でj骨らか。 しい。内面にも少々

あり。

単 位 は cm

Q
U
 

つ』



皿遺物

1 土器

本遺跡は全域にわたって遺物包含層であるため、各区において多くの遺物、特に土器の検出が認

められている。それぞれの点数及び遺構に伴うものについては前節に示したとおりであり、ここで

は単独で出土した資料について調査区ごとに掲載したが、全てを網羅出来ないため次のことを一応

の選定基準とした。

・同一個体及び文様構成が同じ場合は、特徴的な部位や文様の残りが鮮明なものを選定0

.無文の場合は復元実測し得ないものは割愛した。

・大半が中期後半の資料であるので、それ以外の後期に該当するものは掲載するよう努めた。

表13 1区出土遺物観察表〈土器)(1) 

Nα 器種部付 法子責 文 様調 整 色 調 焼成 備 考 出土

底
計 7本の雑な隆帯が雫下し、聞は*'f牧及びV 外燈褐色 良 小型深鉢 20 

l 深 主本 5.6 
字状の沈線を施す。 内黒褐色

音巨
ていねいな貼付の高い降帯区画で内部は横{す 外樗掲色 良 210 

2 胴
鋸歯文、外部は横枚むも線を施す。 内黒褐色

口縁部
太く雑な沈線で縦区画と山形文を描く。厚手 暗掲色 良 外聞の大半に炭化物 210 

3 
で仇る。 が付着

縦{す沈線医両で広い部分に横iす鋸歯文、狭い 外積褐色 良 120 
4 胴 吉巨

部分は無文部としている。 内暗褐色

部
千鳥状の刺突で横伎の蛇行降帯状の意匠をも 外積褐色 良 内面に炭化物付着 210 

5 月同
ち、他は縦一斜位沈線。 内黒沼色

口縁部
雑な横ヘラケズリの器面に櫛歯状工具で山形 灰褐色 良 290 

6 
文を施す。

口唇部垂下の沈線で隆帯状に突出する。内面 灰褐色 良 140 
7 口縁部

横{すミガキ。

くっきりとした沈線による曲線文で内外に縄 外暗褐色 良 大型深鉢 不明

8 口縁部 文L、中間は無文部とする。内面はヘラナデ 内障褐色

に近い幅広の横位ミガぉキ。

9 月同 部
竹管状工具による幅広の横位沈線で無文部と

縄文部(縦ころがし RL)からなる。

黄褐色 良 40 

吉日
縦佼並行沈線内部は磨り消し、内部は地文の 外灰渇色 良 内面に炭化物付着 20 

10 月同
縄文LR 0曜ころがし)を残す。 内暗褐色

吉巨
地文の縄文LR (横ころがし)に竹管状工具 灰褐色 良 290 

11 胴
で曲線文を描く。内面は滑らか。

12 胴 吉巨
縄文RLと思われる。 外暗褐色 良 120 

内黄褐色

単位はcm

30 -
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。 (1 : 4) 10刊〕
。 (1 : 3) 10cm 

(1、 2¥ 図29 4区出土土器(1 ) (3 - 6) 
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表14 試掘時出土土器観察表

トも 器種 法量 文様・色調・調整など 出土

l 深鉢 口 10.7 逆台形の把手をもち対面は波状口縁である。粘 4トレ

底 7.0 土紐貼付による蛇行文及び逆さ字文を連弧文が ンチ南

高 19.5 連結し、他は縦位沈線を充填。色調は燈褐色で 側

内部の大半は炭化物の付着により黒色を呈す。

焼成良好。

。 (1 : 4) 10cm 単位はcm

図31 試掘時出土土器

表15 1区出土遺物観察表〈土器)(2) 

11¥ュ 器種・昔日位 法 量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

波状に突出する把手で沈線による渦巻文で飾 暗褐色 良 50 
13 口縁部

られる。

隆帯による口縁区画で口唇部内側は折り返す。 暗掲色 イシ 外面部分的に炭化物 220 
14 。

器面は全体に滑らか。 が付着

隆帯による曲線及び縦位区画で地文は細かな 燈褐色 ~ 外面上部に炭化物f寸 210 
15 ~ 

撚糸文と思われる。 着

波状口縁部に円文を描き、内部は縄文RL縦 黒褐色 イ〉 70 
16 ~ 

ころがし。内面横位ミガキ。

17 ~ 口縁直下に 2列の刺突と他は縄文RL。 暗褐色 。 150 

波状口縁部は隆帯と刺突を施し、他は沈線区 黄褐色 ~ 220 

18 ~ 画内に小さな刺突を並べる。波状部は内面に

も一つ刺突あり。

表16 2区出土遺物観察表(土器)(1) 

No. 器種・部位 法量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

日同部
竹管状工具による太い沈線による意匠で蛇行 灰褐色 良 410 

l 
沈線が垂下する。

2 。 2条の隆帯区画で内部は縦{立沈線。 外黒褐色 ~ 380 

内炭掲色

3 'l 縦位条線。内面横位ミガ、キで滑らか。 灰掲色 タ 310 

隆帯の楕円文部より竹管状工具による太い沈 黄褐色 。 口縁部外面に炭化物 310 
4 深鉢 線が3条垂下し、内部を磨り消す。地文は縄 付着

文RL縦ころがし、内面は横位ミガキ。
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表17 2区出土遺物観察表〈土器)(2) 

トh 器種・部位 法 量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

口縁部
隆帯の楕円文で聞の渦巻部は波状口縁と思わ 灰掲色 良 外面に少々炭化物付 不明

5 
れる。地文は縄文LR縦ころがし。 着

口 26.0 口縁部は渦巻を伴う楕円文が5単位巡り、く 外灰褐色 ~ 頚一口縁部内外面に 580 

びれ部には粘土紐と千鳥状刺突による細かな 内暗褐色 は薄く炭化物付着

6 深鉢
蛇行経帯が巡る。胴部は渦巻部のところで沈

線 3条が計 5単位垂下し、うち 3単位は渦巻

部までつながる。縄文はLRL縦ころがし、

頚~口縁部内面は横位ミガキ。

縄文LR縦ころがしで蛇行沈線が垂下。 外権褐色 ~ 胎土に金雲母を含む 490 
7 胴部

内黒褐色

8 ~ 縄文RL縦ころがしで縦位沈線間を磨り消す。 灰褐色 イシ 120 

口 (9.6) 縄文RL縦ころがし。内面は雑な縦位ユピナ 外暗褐色 4シ 口縁部外面に炭化物 310 
9 深鉢

デで口縁部は内外面積位ユビナデ。 内黒褐色 付着

厚い隆帯による口縁区画で内部は縦位沈線、 外暗褐色 。 外面に少々炭化物付 600 

10 口縁部
下部には撚糸文をf寸す。残存部右上には把手 内灰褐色 着

が欠損している。口縁部のみ内面を横位ミガ、

キ。

口縁部外面に 4条、内面に 2条の並行沈線を 灰褐色 不良 2G 
11 今

もつ。内外面の調整は雑。

単N:はcm、( )は推定値

表18 3区出土遺物観察表〈土器)(1) 

No. 器穫・部位 法量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

口(20.0) 口縁部は 4単位の波状をなし、薄く幅広の隆 黄褐色 良 下部の割れ口は輪積 210 

帯による口縁部の区画は波状部直下とその中 痕

1 深鉢 間の計8単位で渦巻文をもっ。区画内は横位

条線。胴部は縦位条線で口縁部との境はナテ、

により消される。

雑な貼付の隆帯区画で服部へ向かうのは蛇行 暗褐色 イシ 60 
2 口縁部

懸垂文か。地文は斜位及び弧状の沈線。

上部わらび手状の 2条の隆帯が垂下し、地文 積渇色 4シ 60 
3 今

は斜位沈線。内面ていねいな横位ミガキ。

4 。 隆帯による橋円文。内面横位ミガ、キ。 暗褐色 イン 外面に炭化物付着 60 

5 々 隆帯区画で 2条が胴部へ垂下する。 ~ ij ~ 60 

少々突出する口縁部より高い隆帯が付される。 灰褐色 " 不明
6 イシ

内外国横位ミ方、キで特に内面は滑らか。

7 ~ 波状口縁部片。内面は親指大に凹む。 ~ そシ 210 

qi_{¥'fは畑、 ( )は推定値

-37 



表19 3区出土遺物観察表〈土器)(2) 

Nュ 器種・部位 j去量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

月同部
地文は縄文LR斜めころがしで 2条の隆帯が 檀褐色 良 370 

8 
垂下。内面は縦位ミガキで滑らか。

横位ユピナデで隆帯を{乍出し、内部(つ)は 灰褐色 〈シ 260 

ヨ 口縁部 縄文RL横ころがし。内面横位ミガキで滑ら

か。

10 』岡部 縦位沈線で条線部と無文部に区画する。 b 不良 内外面部分的に剥離 380 

幅広の縦位沈線(2条)区画で縄文RL縦こ 4 内外面部分的に炭化 60 
11 ペシ

ろがしと無文部よりなる。 " 
物付着

12 ク 同 上 " 
。 11と同個体 120 

13 'l 同 上 b 。 今 60 

14 。 縄文RLR上lこ2条の縦位沈線が垂下。 " 。 内面は剥離著しい 130 

15 。 2条沈線と蛇行沈線が垂下。縄文はRL。 暗灰褐色 良 270 

ix線内部は縄文RL斜めころがしでそれ以外 灰褐色 外面に少々炭化物付 170 

16 口縁部 の外面及び内面は横位ミガキで滑らかに仕上 ク 着

げる。

浅鉢
底 7.0 無文。内面は横位。外面は縦位ミカゃキで滑ら 赤褐色 60 

17 4 

か。

単位は cm

表20 4区出土遺物観察表(土器)(1) 

fも 器種・部f立 法量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

深鉢 口(44.0) 口縁部は指ナデの沈線で区画され内部は隆帯 稽褐色 良 口縁部から胸部中位 1080 

底 8.8 で渦巻文を作出。胸部は縄文RL上に指ナデ と』岡部最下位は煤つ

1 高 53.5 で均等区画をし磨消部を一つおきとする。内 で薄く黒変し、下位

面は口縁部が横位ミカゃキでそれし以下は縦位ミ には部分的に炭化物

ガ、キ。 が付着

地文LR上に 'UJ、 '11 Jの沈線を配し、 樫褐色 イシ 外面は部分的に薄い 430 

2 
外部を磨り消す。 炭化物、また内面は

4 

全局に炭化物が流れ

落ちる

'11 J沈線とわらび手状沈線を交互に配し内 " 
。 小型深鉢 910 

3 今 部には縄文LR縦ころがし、また上部との境

は刺突円文を巡らす。

4 口縁部 隆帯と指ナデによる渦巻文、縄文はRL。 黒褐色 4 内外面に炭化物付着 270 

5 'l 口唇部のみ無文で以下は縄文LR縦ころがし。 暗褐色 。 140 

6 胴部 地文は縄文RL斜めころがし。 黄褐色 イシ 20 

口縁~胸部
口縁は円形刺突文と横位沈線で以下は弧状斜 暗褐色 'l 外面に少々炭化物付 410 

7 
線を充填。口縁部内面のみ雑な横位ミカ*キ。 着

単位は cm、( )は推定値

-38-



表21 4区出土遺物観察表(土器>(2) 

No 器穫・部位 法量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

8 口縁部 隆帯渦巻文及び縦位条線。 暗褐色 良 42G 

9 胴部 並行隆帯による渦巻の意匠。 燈褐色 。 16G 

沈線の円(渦巻?)文で細かな縄文RL様こ 暗褐色 ~ 磨消音i~は赤色塗彩 31G 
10 ペシ

ろがしと磨消部からなる。

胴部は細かい縄文RL横ころがしの鍔を貫通 4 ~ 内面と鍔の一部に赤 50G 
11 鍔部(?) 

する小孔が一つ。内外面非常に滑らか。 色塗彩

12 日間部 沈線による曲線で無文部と刺突部を描出。 。 ~ 87G 

13 口縁部 僅かに突出する口縁部内外面に刺突を施す。 黄灰褐色 不良 l03G 

内折する波状口縁部で外面は 2、内面に Iつ 灰褐色 良 36G 
14 イシ

の刺突あり。

15 ク 波状口縁部上面に刺突2、内面にはlつあり。 。 今 外面に炭化物付着 llOG 

16 イン 僅かに波状をなす。 。 不良 2G 

大きく突出する波状部は貫孔し、直下は粗い 黄褐色 ~ 41G 
17 ペシ

刻自のある太い隆帯。

沈線区画内は細かな縄文LRで他はていねい 暗褐色 良 外面に炭化物付着 21G 
18 えシ

な磨り消し。内外面とも滑らか。

19 日同部 横位隆帯に粗い刻目をもっ。内外面滑らか。 黒褐色 。 ~ 10G 

20 口縁部 刻自のある隆帯部より口縁が内折する。 樫褐色 イシ 47G 

21 胴昔日 縦位隆帯に粗い刻自をもっ。 陪褐色 。 外面に炭化物付着 12G 

細かい集合沈線による曲線。円文の意匠で問 ク Jシ 23、24と同個体 10G 
22 ~ 

は非常に細かい縄文LRを浅す。

23 今 ~ 。 。 。 。

24 。 ~ "シ
。 ~ 。

2 石器

本遺跡より出土した石器は総数70点であるが、紙面の都合上この内の54点を図化した。また 2区

2号住居跡等に伴う小円喋や各区における剥片類はここでは含まない。石器自体の時期は不明なも

のも多いながら、遺構の伴出土器や同包含層の土器からその殆どが縄文時代中期と考えられる。 54

点の器種別は、打製石斧30点、凹石・塵石類12点、磨製石斧 4点、石皿・多孔石4点、右鎌3点、

原石(黒曜石塊) 1点、である。石質では輝石安山岩17点(全て打製石斧)、両輝石安山岩11点、砂

岩8点あたりが多く、また定角式を含む磨製石斧は輝石、石銭は黒曜石とチャートというふうに器

種による使用石材の制約が通有の形で表れている。

さて、本項では前節に示した遺構に伴うもの以外の39点を提示しである。 1区の多孔石は他区の

円
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3点が石皿の機能を共有するのに対して孔部のみを有し形状も角柱状となっている。 2区で出土し

た麿石は、裏表面は非常に滑らかで側縁部が敵打痕らしき凹凸面となっているが、裏表面について

は自然(原石)面の可能性もあり、同区の住居跡に伴う石皿との関係についても安易には結び付け

られない。 3区の凹石には煤による黒変が認められるが、付近には焼土や被火の痕跡がないことか

ら黒変時の原位置は保たれていないと考えられる。 4区では凹石の多さが挙げられるとともに黒曜

石が検出されており、これは l区及び 2区で出土した石鍛等の用材として採取したものであろう。

産地は長野県和田村にその可能性を求められるが、鑑識同定はしていない。

表22 1区出土遺物観察表〈石器〉

Nu 器種 形態 全長 幅 厚 さ 重量 石 質 残存 備 考 出土

l 多子L石 (28.3) 13.1 6.8 (4170) 点紋緑泥片岩 河端欠 逆円錐形の孔を両面にもつ 12G 

2 石鍛 無茎 1.1 1.2 0.3 19未満 黒曜石 仁フ士古ヨ主河ー，ノシ 凹基無茎鉄 20G 

3 打製石斧 短冊形 (11.0) 4.2 1.9 (114) 輝石安山岩 両端欠 22G 

4 4 'Y 9.6 3.8 1.7 90 砂質頁岩 完形 直刃・両刃、基部の一部に原石面 1G 

5 磨製石斧 乳棒状 21. 3 5.9 3.3 640 輝石 ペシ 丸刃・両刃 32G 

6 。 2ン 13.1 2.9 2.3 120 。 名シ 'Y 。

7 "シ 定角式 ( 3.1) (2.3) (0.9) (12) .'Y 基部欠 直刃・両刃 23G 

単位はcm' g、( )は残存値

表23 2区出土遺物観察表(石器〉

トb 器種 形態 全長 幅 厚さ 重量 石 質 残存 備 考 出土

1 打製石斧 援形 (10.0) 7.8 (2.5) (235) 輝石安山岩 基部欠 片刃、片側に原石面を残す 32G I 

2 。 短冊形 10.4 4.5 1.8 114 4シ 完形 片刃、刃部の一部磨製 31G 

3 ク イシ (9.1) 5.3 1.8 (110) ク 基部欠 不明

4 今 。 (9.0) 5.0 1.4 (90) 。 2シ 刃部の一部欠損 39G 

5 'Y 。 (6.1) 3.9 1.1 (38) 黒色頁岩 刃部俣u直刃・両刃 40G 

6 。 今 (6.0) 3.6 1.6 (42) 砂質頁岩 刃部欠 片側に原石面残す 31G 

7 'Y ペシ (6.5) 4.0 1.2 (36) 砂岩 両端欠 35G 

8 石鉄 無茎 1.4 1.1 0.3 19未満 黒曜石 完形 凹墓i無茎鍍 12G 

9 磨製石斧 定角式 5.3 1.9 0.6 10 輝石 。 両刃 44G 

10 磨石 9.3 5.4 550 両輝石安山岩 'l 両面磨耗、側面全体は殻打痕? 51G 

一 一」

単位はcrn・日、( )は残存値
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表24 3区出土遺物観察表(石器〉

No. 器種 形態 全長 幅 厚さ 重量 石 質 残存 備 考 出土|

l 打製石斧 短冊形 8.7 4.5 1.4 80 輝石安山岩 完形 片刃

2 イン 4 (6.9) 4.9 1.7 (81) ~ 基部欠 380 I 

3 。 (5.9) 6.3 2.3 (118) ~ dシ 丸刃・両刃 260 

4 石鍛 (2.3) 2.2 0.8 ( 4) チャート 先端欠 円基銭と思われる 60 

5 石皿 長方形 (16.5) 25.3 8.4 (4260) 両輝石安山岩 告欠 雑な子Lが数か所ある 480 

楕円形 11. 3 6.8 4.5 540 今 完形 凹部は主計l離状で浅い 210 
6 凹石

面の大半は煤で黒変している

単位はcm.9、( )は残存{直

表25 4区出土遺物観察表(石器〉

トも 器種 形態 全長 4面 厚さ 重量 石 質 残存 備 考 出土

l 打製石斧 短冊形 9.9 4.2 2.0 101 砂岩 完形 両刃、基部に原石面を残す 390 

2 ウ 。 (7.0) 4.5 2.5 (100) イシ 基部欠 刃部の一部は磨製 360 

3 イシ 。 8.6 3.7 1.2 54 。 完形 直刃・両刃、側面上部に原石面 520 

4 dン (5.7) (6.6) 2.0 (100) 。 基部欠 丸刃-両刃 990 

5 ~ 短冊形 (8.5) 5.8 3.0 :225) 両輝石安山岩 。 未製品か? 120 

6 。 援形 10.7 5.8 3.0 201 輝石安山岩 完形 片側に磯函を残す 400 

7 原石 7.0 5.5 3.7 198 黒曜石 所々に軽石を含む 440 

15.4 7.5 4.6 655 両輝石安山岩 完形 片方は凹X2、もう一方は溝状に 400 
8 凹石 楕円形

沈む

9 合 b 11. 8 6.5 4.5 600 ク "シ 側面にも不整な凹みあり 750 

10 。 b 13.6 8.9 4.7 780 ゐ 今 片面のみ凹む、片側は煤で黒変 140 

11 ~ 。 11. 7 8.2 5.2 685 ~ ，シ 非常に軟質、不整楕円形 430 

12 ク ~ 11. 1 8.1 2.8 400 砂岩 4。 両面磨耗、両側面に敵打痕あり 950 

13 。 今 11. 6 9.2 5.2 755 硬砂岩 b 両側面に鼓打痕あり 370 

14 ク 10.0 5.7 3.7 375 両輝石安山岩 。 剥離状凹みX1、片面は煤で黒変 160 

15 磨石 楕円形 (11. 0) 8.3 3.6 (480) 。 一部欠 両面磨耗し非常に滑らか 520 

16 ク (12.3) 4.5 3.5 (285) 砂岩 ~ 両面磨耗、側面の大半に敵打痕 350 

単位はcm・9、 ( )は残存値
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第 5章ま とめ

本遺跡では、主に縄文時代中期の遺物及び遺構が全域にわたっていることが判明した。前にも触

れたように、 「細野原」と呼ばれる本丘陵上では従前より該期を中心に多くの遺物の出土が知られ

ており、これらの一部は町内に保存されている。しかしながら、いずれも開墾や工事によって偶然

に発見されたものであるために、出土地点や遺構との関係など不明瞭な点も多かった。今回は当地

域における初の発掘調査であったが、これらの資料との関連及び遺跡地近隣の遺物分布を予察する

うえでも意義のあることと思われる。

さて、本項では「凹石」と呼ばれる石器に注目し、若干の考察を行なうことでまとめにかえたい

と思う。なお、紙面の都合上雑駁な稿であることをお断わりしたい。

〈土塩下原遺跡出土の凹石について〉

凹(くぼみ)石は喋石器のー形態で縄文時代中期に多く見られる。概要は図37及び表26を見てい

ただくとして、その用途については大別して「石器製作具」、 「木の実割り具」、 「発火具」の 3

説がありいずれも定説とはなっていない。ここではこれらと本遺跡出土の凹石のデータとを対比さ

せることで諸説の検証の一端になればと考えている。

①石器製作具説

「槌」か「台」かである。実験では槌とした石には小さく浅い凹みの集合体(アパタ痕)ができ、

台には「固定した凹み」ができるということである。本遺跡でのアパタ痕は、 1、2(裏表と側面)、

3、6、7、10、ll(側面のみ)にみられるが、これによると幅の狭い側面を主に使用したのであ

ろうか。台側の凹みについては詳細が不明なので触れないこととする。

②木の実割り具説

凹みの大きさがクルミなどに近い場合が多く、また手で持つにも頃合であることなどから本説に

妥当性を抱き易いのではないかと思われる。先ず台として考えた場合、安定性のよさ(石自体及び

木の実の)が大きな条件と言え、 2、3、4、 5、 7はこれを満たしている。一方、槌の場合はあ

る程度の平面があれば機能し得るであろうが、この際あえて狭い側面を使用するとは思えない。い

ずれにせよ、石質がよほど軟質でない限り石側が凹むとは考えにくいことから本説での凹みは「使

用の結果」とは考えられない。ただし、使用頻度によって凹みの表面が摩滅するものであるのかど

うかは不明である。

①発火具説

火きり杵の押さえとされる。この場合は杵がはずれてしまわないための目的でつくられた凹みで

あるので安定性が重要となる。このためには、石の形状が整っており凹みが中央にあること(例え

ば正円形、ただし一人が片手にして作業するとして)、凹みの形状が整っておりある程度の深さが

あること等が必要となる。前者については正円形のむのはないが凹みの位置は殆どが中央となって

いる。後者では先に述べたように使用により削られて凹みが整うとは思えず、また、もしそうであ

れば回転の痕跡が認められるはずであるが、本遺跡の遺物に該当するものはない。
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図37 土塩下原遺跡出土の凹石・磨石

表26 凹石・磨石観察表

cコ 4 

8 

ぬ形状 全長 幅厚さ 重量 石質 凹みの数 凹み位置 凹みの平面形 凹みの断面形 凹み摩滅 側面の状況 側面の摩滅 そ の 他 出土

l 楕円形 11.3 6.8 I 4.5 540 両輝石安山岩 2 片面中央 不整楕円形 皿形(剥睡状) 無
中央が全体に

無
裏表両面の縁辺が歩々 摩輔す

3区2!G
凹む る

2 長惰円形 15.4 7.5 I 4.6 邸5 ， 5 両面中央 長構円J!il円形 皿形丹空円錐形 ， 計3個の凹み ， 裏表両面とも広い凹み中lこ小
4区400

あり さなものか存在する

3 。 11.8 6.5 I 4.5 6∞ ， 4 ， 円形 h 歩々 有
裏表面にかか

一部有
裏表両面が部分的に摩揖して

る不整凹み5 いる
4区750

4 11青円J!i 13.6 且9I 4.7 780 ， 3 片面中央 イシ 。 " 
小さく浅い凹

鈍
最大の凹みのみ断面逆円錐形

4区140
みが数箇所 で他は浅い

5 不整楕円形 11.7 乱2 5.2 飴5 4シ 2 両面中央 円形/楕円車 皿J!i 有
不整凹みが監

一部有
非常に軟買な石材

富所
4区430

6 楕円形 11.1 8.1 2.8 却。 砂岩 3 ク 円車 皿車t逆円錐形 無
左右両側面iこ

無
扇平で整った形状である

4区950
島

7 不整楕円形 11.6 9.2 5.2 755 硬砂岩 2 h 円形/楕円形 。 。 大きな傷が数 。 石材1;1硬賓であり側面の傷は
4区370

箇所 強い打撃によると思われる

8 ， 10.0 5.7 3.7 375 両輝石安山岩 l 片面中央 不萄E 皿J!i(剥睡状) 。 片側全体が歩
有

全体の拒状は不整形で他とは

摩々輔 違った印象である
4区160

9 楕円形 11.0 且3 3.6 480 ， 4 両面隅 ， 。 ， 一部に凹みあ
無

裏表両面が非常に滑らか(摩

り 輔)だが側面には全くない

10 円形 9.3 5.4 550 ， 。 全眉に傷をも
イシ

裏表面は非常に滑らかだが
2区5!G

ち中央珪あり 自黙面白可能性あり

11 棒状 12.3 4.5 3.5 285 砂岩 。 左右両側面は
有

裏表両面の一部iこ引っ掻き傷
4区350

全体に傷つく の様なものがある

• 1-8~凹石、 9-11~磨石

・単位はcmI g' ( )は残存値

CQl]みの数Jに側面のものは含まない

・ここでいう「摩滅」は、表面が揖れて滑らかである状態をさす
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以上のことより、本遺跡の凹石については②木の実割り具説(台石)に該当する可能性が高い。

ただし、最も重要である「実験」という基礎作業に基づくものでないだけに根拠の乏しさは否めな

い。ここに提示した資料を観察しただけでもこれらを一様に捉えることは困難である。それは大ま

かに「楕円形」とされる以外、凹みの状況やアパタ痕の在り方、石質など多岐にわたり、その痕跡

も併存している事例が多いことである。これは限られた作業に起因するのではなく、複数の機能

(用途)を持っていたことを示すものであろう。それが各々別の目的によるのか、また単一の目的

の中の作業工程によるものかは不明でありここでは言及できない。

図及び表の 9-11は塵石(すりいし)としたものである。麿石は通常「石皿」とセットとして捉

えられ植物食の加工用具とされており、その摩滅面が一つのホ。イントと言える。 9は非常に顕著な

摩滅を示し側面との境が弱い稜線として残る一方で剥離状の凹みが存在している。 10は先にあげた

アパタ痕が側面全周にわたって認められる。 11はやはり側面のアパタ痕が顕著であるとともに引っ

撞き傷のような細くて短い傷(深さは0.1-0.5ミリ程ではっきりしている)が摩滅面の一部に認め

られる。また凹石とした 1と3でも部分的に明確な摩滅面を持つことなどから、両者の機能におい

てもオーバーラップしており、その関連性を否定することは出来ないであろう。また、ここには挙

げていないが、 2区17グリッド遺物集中部で出土した「丸石」とした正球の遺物は明確な摩滅は認

められないが、一部が剥離状に深く欠損するとともにその形状よりさきの両者とともに考えたほう

がよいのではないか。

本項では遺物の観察のみによって思いつ〈ままの記述に留まったが、先に述べたように実験を行

なうことはもとより、遺跡及び伴出遺構での出土状況、また時期や地域における石器組成の中での

在り方などを検討しなければならないことは言うまでもない。先に示した 3説のいずれかであるな

らばある意味では当時の生活における基本的な要素と言えるだけに、様々な観点からのアプローチ

とともに資料の集積が望まれる。
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